
久屋大通公園（北エリア・テレビ塔エリア)整備運営事業提案 
 

 

提案概要＜提案Ａ＞ 

 
１．全体コンセプト 

久屋大通公園を名古屋の「サステナブルな発展を底支えするインフラ」へと再生し、

日本最大の Park-PFI事業にふさわしい、発信力のある公園を創出します。 

 市内へ人の流れを誘引する「観光拠点としての公園」へ 

 市民に愛され、市民が誇りに思える「世界に冠たる公園」へ 

 365日いつでも誰にとっても利用効果の高い「多目的な公園」へ 

 地域全体の魅力が向上し、地域を活性させる「賑わいのハブとなる公園」へ 

２．配置計画図 

３．公募対象公園施設（収益施設） 

○ 北エリア  業種・業態：飲食・サービス業 等 

建築面積：１，７４８㎡、延床面積：１，９９６㎡ 

屋外部分面積：８６４㎡ 

階数：１階（一部２階建を想定） 

○ テレビ塔エリア 業種・業態：物販・飲食・サービス業 等 

建築面積：３，６５２㎡、延床面積：５，４１０㎡ 

屋外部分面積：４８９㎡ 

階数：２階建（一部１階建を想定） 

４．特定公園施設（園路・広場等の公園施設） 

○ 整備計画 

 将来にわたる緑の継承を図り、いつでも誰にでも開かれた、安心・安全な公園
づくりを目指します。 

 テレビ塔を中心とした南北に通じるシンボリックな景観軸を形成するととも
にテレビ塔が映り込む水盤を設置し、景観資源としての価値を高めます。 

＜北エリア＞ 

＜テレビ塔エリア＞ 



 合計 10,000 ㎡となる 5 つの広場と 1 つのテラスを設置し、誰もが憩い、寛げ

る空間を提供するとともに多彩なイベントの開催を促します。 

 沿道・周辺に開かれた「交流のインフラ」として、また災害時の広域避難場所
としての「防災・減災のインフラ」として、園内だけでなく周囲からの視認性

を確保し、開放感の高い公園を目指します。 

○ 管理運営計画 

 あらゆる人が安心して、憩い、寛げる安全で快適な空間を目指します。 

 魅力的かつ地域・公園にふさわしいサービス提供を実現する公募対象公園施設
と特定公園施設を一体的に管理運営することで賑わいと利便性を実現します。

同時に防犯や非常時・災害時対応拠点としての機能を高めます。 

 魅力的な公園イベントの開催および公募対象公園施設が演出するアクティビ
ティを通じて多彩な賑わいを生み出し、様々な人々の来園を促します。 

５．イメージパース 

  
 

魚ノ棚通からテレビ塔を臨む 

桜通からテレビ塔を臨む 

外堀通からテレビ塔を臨む 

もちのき広場上からテレビ塔を臨む 

錦通からテレビ塔を臨む もちのき広場からテレビ塔を臨む 


